



















法といったことには触れていない。玄恵法師著『喫 往来』では闘 を含む茶会の様子が描写されている。中国 文化（茶の醸し出す神仙への憧れ・絢爛豪華な中華文化）に思いをはせて楽 む様子が見られ、また座衆には能動的に会に関わり、座を一座となそうとする意思が見られる。　
さらに茶は、薬や単なる遊興の手段としてのみ用いられたのでは い。僧侶たちは、茶を神仏へ献じる物として、施茶として、
また修行の助けとして扱っており、茶は人と神仏との間を媒するものであった。同じ火で煮たきした食物 、神や祖霊と共食することによって、神と人との間に目 見えぬつながりを生じ、人と人 が一つ釜の飯を食うことによって、お互いの身が離れがたい縁で結ばれる、という信仰が各地に存在しており これ 茶会の背景とし 考えられる 階級を超えて広が 喫茶の文化は様々な面を持ち合わせ、集団で用いられる際にも成員 よってそれぞれ求め ものに異なる点はあったが 茶の会は、古くからある信仰や、神秘性に支えられた場であり、参加者はその中で次第 心がより合わさって 座となってゆく 求めた。
